
【記入例】 
 

 

様式１ 

 令和８年９月１４日 

指定乳製品等の売渡・買戻申込書 

 

独立行政法人農畜産業振興機構 

理事長  殿            （申込者） 

住 所 東京都港区麻布台 2-2-1 

名 称 株式会社酪農輸入販売 

                    役職・氏名 代表取締役社長 

 酪農 太郎 

 

畜産経営の安定に関する法律（昭和36年法律第183号）第18条第１項の規定に

基づく指定乳製品等の売渡し及びその買戻しを下記により行いたく、一般輸入

に係る指定乳製品等の買入・売戻要領（平成７年４月１日付け７畜団第105号）

を承諾の上、所定の書類を添えて申し込みます。 

記 

関税率表番号 0405.10-129
9 

船 荷 証 券 番 号 ABCDE012345FG 

品 名 バター 輸入申告年月日（予定） 令和８年９月１８日 

原 産 国 フランス 輸 入 申 告 者 ㈱酪農輸入販売 

数 量 84.77 kg 輸入申告先税関（予定） 東京税関 

告示金額（注） ※ 円/kg 蔵 置 場 所 FUTO SOKO/1GW18 

売渡価額 買戻価額 売買差額 

376,872 円 412,421 円 35,549 円 
 

担保の種類 

Ａ 金銭（売買差額に充当 ア する イ しない） 

  （振込先：●●銀行 本店公務部  ） 

Ｂ 国債･地方債 Ｃ 社債 Ｄ 保証書 

提供金額（額面金額） 35,549 円（    35,549 円） 

売買差額納付方法 
Ａ 通常納付 Ｂ 個別延納 Ｃ 包括延納 

（担保預り証番号：         ）   

承諾書の送付先 
会社名 東京通関株式会社 

部署・担当者氏名 通関課 大阪 花子 

電話番号 03-9999-8888 

メールアドレス osaka@tokyotukan.co.jp 

（注１）「※」は、平成７年２月24日付け農林水産省告示第302号の第１号に定め

る金額。 

（注２）「数量」は、輸入申告数量とすること。 
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【注①】日付：本申込書の提出日を記入。 

【注②】名称：法人ならば法人名、個人ならば氏名を記載。 

    役職・氏名：法人の場合は代表者の役職・氏名、個人の場合は記入不

要。 

    ※住所と名称は機構の登録および輸入申告入力控の「輸入者」の情報

と一致するよう、また、代表者は機構の登録情報と一致するようにし

てください。 

【注③】関税率表番号：輸入申告入力控に記載の「品目番号」を記入。 

    ※関税率表番号が不明な場合は、税関の事前審査制度、お問合せ窓口

等でご確認ください。 

【注④】数量：輸入申告入力控に記載の「数量（１）」の量を記入。※NET重量、

小数点以下２桁まで記載してください。 

【注⑤】船荷証券番号：輸入申告入力控に記載の「B/L番号」または「AWB番号」

記入。 

    ※枝番等がある場合、末尾の番号・記号まで記載してください。 

【注⑥】輸入申告者：注②の申込者欄に記入した法人名または氏名。 

【注⑦】蔵置場所：輸入申告入力控に記載の保税地域を記入。 

    ※対象の指定乳製品を保管している保税倉庫名。 

【注⑧】売渡価額：税関への申告価格（CIF価格）。 

【注⑨⑩】買戻価額、売買差額：当機構のホームページ内（一般輸入に係る指

定乳製品等の買入れ・売戻し手続きの流れ）で公開している「alic調

整金算出支援ツール」で算出し、結果を記載する。 

    ※為替レートが週次で変動するため、輸入申告予定年月日が変わると

CIF価格も変わります。輸入申告予定の週を変更した場合は、為替レー

トを更新し、再計算する必要があります。 

   【売買差額の算出方法】 

    ①CIF価格÷数量(Kg)×協定税率従価税(%)＋協定税率重量税(円) 

    ②CIF価格÷数量(Kg)×暫定税率従価税(%)＋暫定税率重量税(円) 

    ①－②×重量(Kg) 

    ※計算は全て連続で行い、調整金額に小数点以下の端数が生じた 

     場合、小数点以下を切り捨てる。 
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   【買戻価額の算出方法】 

    CIF価格＋売買差額 

【注⑪】担保の種類：該当するものに○を付ける。 

   ※通常は、「Ａ 金銭」と「ア する」に○を付ける。 

    →(参考) 担保の提供について 

    振込先：当機構が指定する金融機関及び指定口座のいずれかを記入。 

【注⑫】提供金額：売買差額を記入。 

【注⑬】売買差額納付方法：「Ａ 通常納付」に○を付ける。 

【注⑭】承諾書送付先：メール添付にて交付するため、送付先名称、ご担当

者の部署・氏名、電話番号、メールアドレスを記入。 

    ※送付先が申込者ではない場合、送付先として問題がないか、輸入申

告入力控の代理人と照合させていただきます。送付先が輸入申告入力

控の代理人とは別の名称の場合、メールにそのご関係を明記してくだ

さい。 
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一般輸入に係る指定乳製品等の買入れ・売戻しにおいて、当機構が指定する金融

機関及び指定口座等は、以下のとおりです。 

 

１ 振込先の口座名義 

   独立行政法人 農畜産業振興機構 補給金口 

   ※指定糖・異性化糖・輸入加糖調製品とは振込口座が異なりますのでご注 

   意ください。 

 

２ 金融機関名及び口座番号 

金融機関名 本支店名 
預金 

種目 
口座番号 

三井住友銀行 東京公務部 普通 0897376 

みずほ銀行 本店 普通 6561325 

三菱UFJ銀行 本店 普通 7637464 

三菱UFJ銀行 東京公務部 普通 0400372 

りそな銀行 東京公務部 普通 6102919 

百十四銀行 東京支店 普通 0068927 

農林中央金庫 本店 普通 4007753 

 



輸入申告先税関

輸入申告予定日申込者の住所・名称

蔵置場所

船荷証券番号

品名

売渡価額

関税率表番号

数量

原産国

輸入申告入力控から申込書に転記する項目（参考）

承諾書の送付先を代理人にする場合、申込書の送付先に記入
（申込者・代理人と異なる送付先の場合は、代理人との関係を記載）

輸入申告入力控は、該当品のページだけでなく全ページをご提出ください。
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